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概    要 我々はα１L 受容体の生成機構の研究中に、受容体結合分子として CRELD1 を
同定した。CRELD1 はα１a と共発現することによりα１A 受容体の発現量を抑制し、相対的にα１L











































































CRELD1 遺伝子を含むマウス第 6 染色体 E3 領
域を含む BAC クローンを入手し、ターゲティング
ベクターの構築を行った。 























を有する相同組み換え体 ES 細胞(C57BL/6 由来) 
からもキメラマウス(ICR⇔C57BL/6 Creld1+/cond
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